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The purpose of this study is to comprehensively investigate what teachers consider good 
foreign language teaching. In this study, free answer data were collected from 25 people who 
teach their own native languages in Japan. As a result, their views could be categorized as 
1)class management, 2)teacher’s personality, 3)teacher’s knowledge, skill and experience, 






































人学習者の意識を調査した研究（Murahata and Murahata, 2000; Morita, 2005: Saito, 
2014a: Saito, 2014b）や、英語母語話者教師の授業中における日本語使用に関して学習
者や教師に調査を行った研究（Rebuck, 2005; Dietze, Dietze and Joyce, 2009; Cotsworth 
and Medlock, 2013）、英語母語話者教師に対して理想的な英語教師を調査した Romero
（2013）などがある。また他の外国語教育では、日本で教えるドイツ語母語話者教師
がドイツ語の授業で使用する言語に関して調査した一連の研究（Axel, 2011, 2012, 2013, 
2014）や、日本で教えるフランス語母語話者教師を対象に学習者の不安低減について
インタビュー調査を行った Antier（2012）などが存在する。 






 web 上でアンケートを行い、調査に同意した 25 名の日本で教える母語話者語学教師







































 英語      8 名 中国語   5 名 
 朝鮮語     4 名 スペイン語 1 名 
 フランス語   1 名 ドイツ語  1 名 
 スワヒリ語   1 名 ロシア語  1 名 
 モンゴル語   1 名 ベトナム語 1 名 













 分析方法であるが、本研究では大きく 3 段階に分けて分析を行った。まず初めに、
自由記述回答型の質問項目に対して KJ 法（川喜田, 1967）を用い、回答から得られた
よい外国語教育に関する知見の整理を行った。KJ 法は量的・質的研究を含め、自由記
述型の回答項目から得られた知見にどのようなものがあったのかを把握するために用
いられる代表的な手法の 1 つである。回答を吟味し、筆者ら 2 名の合議によって外国
語教育に関する知見の整理・抽出を行った。 












 最後に第 3 段階として得られた知見の吟味を行い、複数の言語の母語話者語学教師
が考えるよい外国語教育に関する知見がどのようなものであるのかの整理を行った。 





 質問項目 1、2、3 の結果を順に記す。 
 
4.1 日本の外国語教育において大切なこと 
 「日本での外国語教育において大切なこと」として調査協力者があげた 17 の回答を







1 位 母語話者や他の学習者とコミュニケーションする機会を多く持つ 9 名 
2 位 ニーズや特性などを把握し学習者へ適切な対応をする 7 名 
2 位 興味を持たせ、モチベーションを上げる 7 名 
4 位 目標言語や自国の文化を教師が魅力的に伝える 6 名 
4 位 間違いを恐れないよう不安を低減させ、学習者に自信を持たせる 6 名 
6 位 教師が日本語や日本文化を知る 5 名 
6 位 正確な言語知識を持ち、目標言語の基礎をわかりやすく教える 5 名 
8 位 教師が目標言語を多く使う 3 名 
8 位 新たな価値観を提供する 3 名 
10 位 楽しく学習してもらう 2 名 
10 位 学習者が自己や自文化・異文化を認識する 2 名 
10 位 外国語を学ぶ重要性・必要性を伝える 2 名 
13 位 教師が必要以上に日本語を使わないようにする 1 名 
13 位 外国語教師間の交流・研鑽 1 名 
13 位 褒める 1 名 
13 位 繰り返し練習する 1 名 
13 位 目標を明確にする 1 名 
 
 





















1 位 機材・教材不足 6 名 
1 位 日本人のシャイな性格 6 名 
3 位 学習者のモチベーション維持 4 名 
3 位 完璧な正確さを求める日本人 4 名 
5 位 教師と学習者のコミュニケーション 3 名 
5 位 学習時間の不足 3 名 
7 位 利益至上主義の語学学校 2 名 
7 位 日本語と目標言語の相違点 2 名 
7 位 日本のビューロクラシー、トップダウン型の教育体系 2 名 
10 位 外交問題から来る影響 1 名 
10 位 経済的な支援 1 名 
10 位 目標言語の言語的多様性を伝える 1 名 
10 位 授業外で目標言語の使用機会が少ない 1 名 
10 位 知識偏重型学習・受験のための学習 1 名 
10 位 学生の「関心・期待」と教員の「期待」のギャップ 1 名 
10 位 想像力があまりない 1 名 
 
 
図４ 質問 2 における平均捕獲率の推移 
 
4.3 日本で教える上でのよい外国語教師 
 調査協力者が「日本で教える上でのよい外国語教師」としてあげた 27 の回答を多い



















1 位 思いやりや優しさ、親切さ 10 名 
2 位 学習者の母語や文化に関する知識 8 名 
3 位 学習者のモチベーションを高める 7 名 
4 位 退屈させない楽しい授業 6 名 
5 位 粘り強く上達の手助けをする 5 名 
6 位 コミュニケーションの機会を多く提供する 4 名 
6 位 目標言語を明確に体系的に説明する 4 名 
6 位 間違いに寛容で、学習者の不安を低減させられる 4 名 
6 位 教授法・学習法に関する知識がある 4 名 
6 位 現実社会で実践的に使えるようにする 4 名 
11 位 目標言語とそれが使われている国の文化や価値観を紹介できる 3 名 
12 位 ユーモアや気さくさ 2 名 
12 位 褒める 2 名 
12 位 視野が広い 2 名 
12 位 学習者主体の授業 2 名 
12 位 熱意・情熱 2 名 
12 位 学習者の個性やプライバシーを尊重する 2 名 
12 位 到達目標を明確にできる 2 名 
19 位 学習者のニーズ把握 1 名 
19 位 日本と自国を愛する 1 名 
19 位 アイディアが豊富である 1 名 
19 位 外国語教授経験がある 1 名 
19 位 元気さ 1 名 
19 位 几帳面さ 1 名 
19 位 聞き上手 1 名 
19 位 怒鳴らない 1 名 
19 位 学習者が自己や自文化を認識できる 1 名 
 
 

















次の 2 点を意味する。第 1 に、今回の調査で多くの知見が回収されており、特によく
出る知見についてはおおよそ収集済みだということである。これは 3 つの質問項目す













■タンザニア人とコミュニケーションする機会を持つ。（経験 30 年以上・スワヒ 
 リ語教師） 
■他の学習者とコミュニケーションする機会を作る。（経験 20－25 年・英語教師） 
■日本人教師以外とのコミュニケーションは異文化間意識を高めることができる。 
 （経験 30 年以上・英語教師） 







■学習者のモチベーションを促す方法を学ぶこと。（経験 20－25 年・英語教師） 
■目標言語に対する学習の動機付けが大切である。（経験 10－15 年・ドイツ語教師） 
■外国語の学びが好きでもなく、なんとなく履修した学生がいて、その学生たちの 




























・褒める     ・視野が広い 
・熱意・情熱   ・日本と自国を愛する 
・元気さ     ・几帳面さ 
























 とができる。（経験 30 年以上・英語教師） 
■あえて間違えて見せ、学習者の不安を低減させる。（経験 10－15 年・英語教師） 











■優しく教えること。（経験 0－5 年・フランス語教師） 
■褒め上手で、親切な先生。（経験 25－30 年・中国語教師） 
■ユーモアと十分な褒めを使用すること。（経験 20－25 年・英語教師） 
■学習者を褒めること（自信を失うような批判をしないこと。日本人は面目を失う 






■新しい言語教育の動向に関心を持つ。（経験 25－30 年・中国語教師） 
■「なんとなくこうだ」ではなく、学習言語を体系的に説明する。（経験 0－5 年・ 
 ベトナム語教師） 
■文法を簡単に説明することができる。（経験 25－30 年・インドネシア語教師） 




















 指導法を考えるときに役立つ。（経験 25－30 年・インドネシア語教師） 














 る。（10－15 年・ドイツ語教師） 
■学習者のニーズを理解し、クラスやコースをアレンジすること。（経験 20－25 
 年・英語教師） 







■非常にシャイなため、会話の授業に苦労する。（経験 25－30 年・インドネシア 
 語教師） 
■シャイな学習者が多いので、会話練習の展開に苦労することが多い。（経験 25 
 －30 年・中国語教師） 
■日本人は外国語学習に受け身傾向が強いので会話に活発に参加しない。（経験 10 
 －15 年・朝鮮語教師） 
■学習者たちはシャイで、間違いが怖いからあまり参加しない。（経験 0－5 年・ 
 フランス語教師） 
■日本人学習者は文法的、語彙的に完璧な正確さを求める傾向がある。自身がイメ 
 ージしている意味またはニュアンスが 100%伝えられない場合、言い換えて表現 
 しようとしない。完璧にしたいというこの気持ちが、滑らかなコミュニケーショ
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 は YouTube にあるドラマやオンラインの新聞記事などを使っているが、生教材 
 の多様性に欠けている。（経験 0－5 年・ベトナム語教師） 
■丁度良いと思う教材や副教材がなかなかない。韓国で作られた教材はたくさんあ 
 るが、そのまま日本で教えるには適切でないところが多い。（経験 10－15 年・朝 
 鮮語教師） 
■教科書、練習帳、CD、辞書などスワヒリ語教材が日本では非常に少ない。（経験 
 30 年以上・スワヒリ語教師） 
■大学の施設が今どきの学習スタイルに追いついてない場合が多いのではないか 
 と思う。（経験 10－15 年・ドイツ語教師） 
■非常勤講師に教育機関から経済的な支援がない。すべての教材、教科書等を自分 
 のお金で買わなければいけない。母国の（ロシアの）大使館や領事館からも支援 
 がまったくない。（経験 20－25 年・ロシア語教師） 
■困難の 1 つは、一部の学習者の忙しいスケジュールでは、週数時間の授業で学ん 
 だものを復習して、応用することがなかなかできないことである。つまり、多く 
 の授業の時間が既習事項の復習に充てられ、進度が非常に遅くなってしまう。（経 
 験 0－5 年・英語教師） 






 である。（経験 5－10 年・英語教師） 
■中等教育ではビューロクラシーが圧力になる。（経験 20－25 年・英語教師） 













 験 10－15 年・ドイツ語教師） 
■不要なプライバシーに関することを無理強いして言わせない配慮ができる。（経 
 験 15－20 年・朝鮮語教師） 
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・日本での所属機関（Affiliated teaching institution in Japan） 
□初中等教育（Primary and secondary school）  
□大学（University, College）  
□公的機関（Public institution）  
□語学学校（Language school）  
□プライベート（Private）  






・日本での教授経験（Teaching experience in Japan）  
□0年～5年（0~5 years）  
□5年～10年（5~10 years）  
□10年～15年（10~15 years）  
□15年～20年（15~20 years）  
□20年～25年（20~25 years）  
□25年～30年（25~30 years）  
□30年以上（30 years~）  
 
1. 日本で外国語を教える上で何が大切だと思いますか。3~5行程度で自由に記述して
ください。（What do you think is important in foreign language teaching in Japan? Please 











い。（What are the difficulties in foreign language teaching in Japan? Please write between 3 








ください。（What do you think makes a good foreign language teacher in Japan? Please write 
between 3 and 5 lines in response.） 
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____________________________________________________________________________ 
 
